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1. 研究の背景
本実験課題に係る研究の背景を、研究の科学的価値が分かるように記述する。過去に関連の実験や予備実験などを行っている場合は、必ずその結果を示すこと。必要に応じて、図表（カラー可）や参照文献を用いてよい。

2. 研究の目的と意義
　本実験課題の目的と意義を、できるだけ具体的に記述する。ここで審査委員に研究の新規性・独創性・重要性をアピールする。中性子を用いる理由、申請している分光器を用いる理由なども述べる。

3. 実験の概要とビームタイムの根拠
　試料、使用機器、実験条件、実験手順などについて記述。例えば、「試料Aについて、○○冷凍機を用いて、xx K、xx K、．．．で測定(１温度 Y時間、合計P日)。その後、試料Bについて、△△高温炉を用いて、xx K、xx K、．．．で測定(１温度 Y時間、合計P日)。．．．．．．．最後に標準物質をxx K、空セルをxx Kで測定する(Q時間)。合計 R 日を申請する。」のように、できるだけ具体的に記述する。特殊な装置や実験手法を用いる場合は、非専門家が読んでも概要が分かるレベルの説明が必要である。なお、この項目は、IRTによる技術審査に用いられる。

4.期待される成果
　本実験により得られる成果がもたらす科学の発展、一般社会への波及効果等について記述する。




